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要約 
ロシアでは、家計の半数以上が急な出費や収⼊減が起きたときに、⼿元の資⾦だけでは⽣活を維持しにくい状態にある。背
景にあるのは、貯蓄が⼗分に広がっていないことだ。賃⾦上昇や貯蓄を後押しする政策も進められているが、⽣活必需品の
⽀出、ローン返済、物価上昇などが家計を圧迫し、貯蓄に回せる余剰が⽣まれにくい状況が続いている。 
 
1. ⾦融的に不安定な世帯とは 

ここでいう「⾦融的に不安定な世帯」とは、すぐに使える貯蓄がほとんどない、または毎⽉の返済負担が⼤きい（目安として⽉
収の 3 割以上）など、家計に余裕がない状態を指す。貯蓄や債務といった客観的な状況に加え、本⼈が⽣活をどう感じて
いるかといった主観的な認識も合わせて、家計の脆弱性を捉えている。特徴的なのは、貯蓄が少なくても「親族・友⼈に頼
る」、「⽀出を⼤きく減らす」といった⼿段で、ショックへの対応が可能だと考える世帯が⼀定数ある点だ。 
 

 
なお、不安定さの原因として目⽴つのは「借⾦の多さ」そのものというより、「すぐに動かせる貯蓄がないこと」である。別の世論
調査でも、安定している家計と不安定な家計の⽐率はおおむね同じ傾向を⽰している。 
地域や属性によって差分も⾒られる。⾦融⾯で不安定な家計は中⼩都市や農村部に多く、モスクワやサンクトペテルブルクな
ど⼤都市では、その⽐率が低い傾向だ。年齢別に⾒ると、中年層（35〜54 歳）は返済負担が重いケースが多く、⾼齢層
（55 歳以上）は貯蓄不⾜と⽣活不安が課題になりやすいと整理できる。 
 
2. 貧困率は改善しているのに、なぜ不安定化しているか 

近年、ロシアでは公式の貧困率は改善し、実質賃⾦や実質可処分所得も増えている。⼀⽅で、それが家計の「安⼼」につ
ながりにくいのが現状だ。背景には、社会給付や政府⽀援が家計を下⽀えしている反⾯、⽣活コストの上昇や必須⽀出
（⾷費、住居費、教育・医療費、ローン返済など）が重く、貯蓄に回せる余⼒が限られているという構造がある。物価上昇
が続く局⾯では、所得が伸びても⽀出の増加に吸収され、家計の実感として余裕を感じにくくなる。 
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（出所:ロシア⾼等経済学院（HSE）や露中銀などのデータから SCGR 作成）

図表① ロシア、⾦融的に不安定な家計の割合 図表② 中銀の世論調査、貯⾦世帯の割合は 4 割弱 
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3. 結論 

結論として、ロシアでは社会的・資産的な格差が⼤きく、貯蓄や⾦融資産は主に富裕層に集中している。上位層の資産が
増えても、その効果が全体の家計に広く⾏き渡りにくく、いわゆる「下への波及」が起こりにくい状況だ。 
また、貯蓄が増えにくい理由を「国⺠性」で説明する⾒⽅もあるが、実際には制度や経済環境の影響も⼤きいと考えられる。
1990 年代以降、短い期間で通貨危機や⾼インフレなどに⾒舞われ、「⻑期で貯めても価値が目減りするかもしれない」とい
う経験が重ねられた。加えて、年⾦制度や⻑期の⾦融商品への信頼が⼗分に育っていない⾯もあり、⻑期の資産形成より
も、短期の預⾦や⽇々の⽀出を優先しがちである。その結果、資産を増やせる層と、貯めたくても貯めにくい層の差が広がり
やすくなっている。 

図表③ ロシアの実質可処分所得と貧困率、％ 

（出所:露統計局のデータによる SCGR が作成）

図表④ ロシアのエンゲル係数 


